 ２ 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は3,666万7千人、前年度比93.9％、シェアは28.4％

・宿泊客数は983万3千人、前年度比96.1％、シェアは58.4％。

	
	・海水浴客の減少などが影響し、観光レクリエーション客数は前年を下回った。
・宿泊客数も、震災直後を中心に大きく落ち込んだ。回復の度合いは地域によってばらつきがあったが、いずれの地域も四半期ごとに徐々に回復している。

	富  士
	・観光交流客数は3,170万4千人、前年度比105.4％、シェアは24.6％

・宿泊客数は166万8千人、前年度比121.7％、シェアは9.9％。

	
	・御殿場市や小山市で、新規開業施設を中心に観光レクリエーション客数が増加し、前年度を上回った。
・宿泊客数も、地域内にビジネスホテルの新規開業があり、前年度を上回った。

	駿  河
	・観光交流客数は2,366万3千人、前年度比86.2％、シェアは18.3％

・宿泊客数は141万8千人、前年度比97.2％、シェアは8.4％。

	
	· 震災の影響で、「静岡まつり」などの大規模イベントが中止になったほか、前年度に開催された「静岡ホビーフェア」の反動もあり、観光レクリエーション客数は減少した。
· 宿泊客数についても、一部施設の休業などが影響し、若干の減少となった。

	西駿河･奥大井
	・観光交流客数は961万4千人、前年度比84.9％、シェアは7.4％

・宿泊客数は80万4千人、前年度比98.0％、シェアは4.8％。

	
	· 前年度開催された「帯まつり」の反動や、震災後に海水浴客数が大幅に減少したことなどが響き、観光レクリエーション客数が減少した。
· 観光レクリエーション客数の減少に伴い、宿泊客数も減少した。

	中東遠
	・観光交流客数は1,385万人、前年度比97.7％、シェアは10.7％

・宿泊客数は887万人、前年度比98.2％、シェアは5.3％。

	
	· 観光レクリエーション客数は地域によりばらつきがあり、若干の減少。
· 宿泊客数もやや減少となり、海外からのキャンセルが多かったという声が聞かれた。

	西北遠
	・観光交流客数は1,358万9千人、前年度比86.7％、シェアは10.5％

・宿泊客数は223万2千人、前年度比103.8％、シェアは13.3％。

	
	· 「浜松まつり」の中止や、海水浴客数の減少が影響し、観光レクリエーション客数は大幅な減少となった。
· 宿泊客数については、ビジネスホテルの新規開業などにより、対前年度比で増加した。








